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【目的】
本研究は、定期的に水泳トレーニングを行っている
中高年女性の全身及び身体各部の組成、基礎代謝量、
及び呼吸循環器系機能に注目して、運動トレーニン
グを行っていない女性と比較検討することを目的と
した。
【方法】
被験者は62名の健康な中高年女性（年齢39－75歳）
を対象とした。アンケート調査により、全ての被検
者のうち、1週間当たりの水泳トレーニング頻度に
より非運動群と水泳運動群の2群に分類した。各群
の中から年齢と身長を一致させ、各20名を選んだ。
身長計により、身長を測定し、二重エネルギーⅩ線
吸収法（DXA法）を用いて全身及び身体各部（体幹、
上肢、下肢）の組成（重量、体脂肪率（％Fat）、脂肪
量（FM）、除脂肪量（FFM））を測定した。得られた身長
と体重からBodymassindex（BMI）を算出した。基
礎代謝量（Basalmetabolicrate：BMR）は、早朝空
腹時に室温を20－25℃に設定した実験室において、
30分以上の仰臥位安静後に10分間の呼気を2回採
取し、ガス分析を行って算出した（ダグラスバッグ
法）。トレッドミルによる漸増負荷試験を用いて最高
酸素摂取量（VO2peak）を測定し、AnaeroPress3500
で脚伸展パワーを測定した。また、血液を採取し、
脂質代謝系（総コレステロール、I皿L－コレステロー
ル、＿＿LDL＝ユレス＿テ」1二リレ、中性脂肪上と＿糖代謝系＿（空
腹時血糖、インスリン、ヘモグロビンAIc、HOMA－R）
の生化学指標を分析した。水泳トレーニング状況や
病気歴などはアンケートにより調査した。
【結果】
2群における水泳トレーニングの頻度は、非運動群
において0．39±0．32回／週、水泳群において2．45±
1．42回／過であった。非運動群及び水泳群の年齢、
身長、体重、BMI、FFMに有意な差は見られなかった
（非運動群vs水泳群；年齢：60±8vs59±9歳、
身長：155±5vs155±5cIn、体重：59±10vs54±
7kg、BMI：24．2±3．7vs22．4±2．4kg／m2、FFM：40
±5vs39±5kg）。％Fat及びFMにおいては、水泳群
の方が非運動群に比べ有意に低いことが認められた
（非運動群vs水泳群；％Fat：31±5vs27±4％、FM：
18．5±5．8vs14．6±3．2kg）。体幹、上肢、下肢に分
類した身体各部における組成においても、各部位に
おいてFFMに有意な差は見られなかったが、％Fat及
びFMにおいては、水泳群の方が非運動群に比べ有意
に低いことが認められた。体重当たり及びFFM当た
りのVO2peakは、水泳群が非運動群に比べ有意に高
い値を示した（VO2peak；非運動群vs水泳群；28±5
VS　34±5ml／kg　体重／min、41±6　vs　47±
7ml／kgFFM／min）が、脚伸展パワーにおいては2群間
に有意な差はみられなかった。血液検査項目に関し
ては、脂質代謝系及び糖質代謝系いずれにおいても
2群間に有意な差は認められなかった。BMRに関して
も、2群間に有意な差はみられなかった（非運動群
vs水泳群；1091±141vslO84±158kcal／day、18．9
±2．4vs20．3±2．3kcal／kg体重／day、27．4±3．4vs
37．8±3．2kcal／kgFFM／day）。
【結論】
定期的に水泳トレーニングを行っている中高年女性
は、呼吸循環器系機能（VO2peak）が高いことが認め
られた。また、運動を行っていない人と比較して脂
肪量（FM）が少ないことが示唆された。しかし、水
泳トレーニングをしている人の除脂肪量（FFM）は運
動を行っていない人に比べても有意な差はなく、基
礎代謝量（BMR）においても違いはみられなかった。
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